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研究成果の概要（和文）：本研究は、幼老複合施設のなかでも学童保育施設と居住系老人福祉施設の組み合わせを研究
対象とし、子どもと高齢者の自然発生交流を実現している先進事例について一般化可能な運営手法を導き出すことを試
みた。国内の事例調査では、施設の複合は建物の形式にとどまっていることが多いことが分かったが、なかには子ども
の交流対象を高齢者のみならず介護職員、住民ボランティアにまで拡大し、世代間交流および介護・福祉環境の体験、
地域コミュニティーへの参画を意識して運営している取り組みも見られ、この先進事例について観察・ヒアリング調査
を行い、ハード面およびソフト面から具体的な運営手法を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In they study we conducted a field survey on intergenerational communication at a 
building complex that contains a children's hall and a nursing home, and the results revealed both soft an
d hard ways of effectively managing such facilities as an advanced case study. It became clear that essent
ial elements having enough common space for them to do their own activities, a watching system over the ag
ed and children's activities by staff, and proper arrangement of personnel are important condition. We had
  a discussion about the community, which has made its children become aware of the importance of taking c
are of the community encourages them to communicate elderly people by having them communicate not only wit
h elderly but also with care-giving staff, and volunteer staff from the community.
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１．研究開始当初の背景	
 

	
 現代の少子高齢・核家族社会において、子

ども達は祖父母との別居により高齢者との

交流だけでなく、間近で高齢者介護を目にす

る機会を失いつつある。一方、高齢者は、孫

の育児や保育から生き甲斐を見いだしたり、

子どもの成長を感じながら自らの人生を振

り返る機会を失いつつある。地域社会におい

ても世代間コミュニケーションが確実に減

少している。世代間交流の効果の研究は、高

齢者からの視点が多く、自尊意識を高め、生

きがいを与える効果をはじめ、認知症高齢者

の表情が豊かになったり発語も多くなると

いった、認知症の進行緩和効果も報告されて

いる。近年、こういった問題と可能性を背景

として、幼老統合ケアの実現を目指し、老人

福祉施設と保育園などを合築する幼老複合

施設の開設が試みられている。施設の組み合

わせは様々であり試みは少なくないが、開設

のねらいとは逆に、興味も活動量も異なる子

どもと高齢者を共在させることは難しいと

いった現場の声も少なくない。現状では、具

体的な危険や運営の問題点、および現場にお

ける成功例が共有されていないため、新規の

取り組みに結びつかないという問題がある。	
 

	
 

２．研究の目的	
 

	
 本研究では、相手の状況を理解した上での

コミュニケーションがある程度可能な年齢

に達している小学生に注目し、学童保育施設

と居住系老人福祉施設の複合を研究対象と

する。子どもと高齢者の自然発生交流を実現

している先進事例について、ハード面および

ソフト面から一般化可能な運営手法を導き

だす。子どもの交流対象を高齢者だけでなく

介護職員、住民ボランティアにまで拡大し、

世代間交流や介護・福祉環境の体験、地域コ

ミュニティーへの参加状況について扱い、高

齢者福祉に対する子どもの感性を育むコミ

ュニティについて具体的に考察する（図１）。	
 

	
 

３．研究の方法	
 

	
 児童館と居住系老人福祉施設の合築事例

を収集し、交流を促進するためのハード・ソ

フト面の取り組み、運営の問題点を探る（調

査１）。次に、収集事例から調査対象を選定

する。ハード面については、間取りおよび家

具配置を調査し、ソフト面については、両者

の交流を促進するための企画や組織体勢に

ついて施設運営者にヒアリングする。ハード

とソフトの仕掛けから、実際に利用者のどう

いった行動が見られるのか観察調査を行う

（調査２）。最後に、こういった環境で育っ

た子どもの福祉ケアに対する意識や福祉活]	
 

動の従事状況について卒業生にヒアリング

を行う（調査３）。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

４．研究成果	
 

(1)	
 複合化と運営方法の動向調査（調査１）	
 

	
 インターネット検索により８施設が見い

だされた。各施設に対して子どもと高齢者が

自由に行き来できる共有スペースの有無お

よびその利用実態について電話でのヒアリ

ングを行い、共有スペースを有する施設につ

いては視察を行って使用状況を調査した。	
 

	
 ８施設のうち２施設は、デイサービスと児

童館が１階、特別養護老人ホームが上階に位

置し、玄関は共有しているが、共有スペース

がなく、日常的に行き来していない状況にあ

った。この他に、建物は連続しているが玄関

が分かれていて内部で行き来できないもの

や、学童保育のスペースをボランティアの活

動空間や高齢者との交流場所に使用してい

たり、交流空間として畑やかまどのある中庭

を有し、両者が自由に行き来することができ

るものもあった。日常的に自由な行き来を許

容していない施設へのヒアリングでは、その

理由として以下の点があげられた。一つめに、

高齢者と子どもの互いの施設訪問は職員が

つかなければならないので自由な行き来は

無理であるといったスタッフ配置の問題。二

つめに、認知症の高齢者とは積極的な交流は

望めないので、デイサービスの高齢者のなか

で将棋の得意な方などと交流させている。子

どもが高齢者に遊戯や劇を披露するという

交流をしてきたが、子ども達の意欲が低下し、

デイサービス利用者との将棋やオセロ、囲碁

を一緒にするという方法に変えた。同じ場所

で子どもに遊ばれては危険が伴うので、自由

に行き来する運用は想像できない。これらは、

対象に合わせた適切な交流企画の問題であ

る。三つめに、高齢者施設と児童館を行政か

ら委託された異なる法人が運営しているた

め連携が難しいといった組織の問題である。

異なる部所の連携や人手不足の問題は同一

組織内でも一定のハードルがあると考えら

れるが、この問題に対しては、⑤の施設にお

いて、子どもと高齢者との交流、および地域

ボランティアのオーガナイズを行う担当者

を配備している。玄関脇に常駐することで認

知症の入所者の出入りに気を配る役割も担

っている。さらに、地域住民ボランティアの

図１ 高齢者福祉の場で子どもが得られる体験と学びの仮説	
 
 



登録人数が 50 人を越え、日常的に共有スペ

ースで活動しているほか、屋上での畑づくり

等のイベント企画を行っている。	
 

	
 以上の分析から、居住系老人福祉施設と児

童館もしくは学童保育施設との複合は、建物

の形式にとどまっていることが多く、自由に

互いを訪ねることが許されている施設は少

ない。本研究では、ハードおよびソフトの取

り組みいずれも最も対応策が進んでいる社

会福祉法人健光園の施設を調査対象とし、な

ぜこのような運営が可能なのか観察とヒア

リング調査から明らかにすることとした。	
 

(2)	
 社会福祉法人健光園の取組み（調査２）	
 

	
 社会福祉法人健光園による「高齢者福祉総

合施設ももやま」と「ももやま児童館」は、

１階にはデイサービスセンターと児童館、玄

関、「よりみち」と称される共有スペース、

多目的スペースがある（図２）。２～３階に

は特別養護老人ホームがあり、感染症などの

危険がなければ子ども達は自由に建物内を

行き来できる。そして、様々な主体の共生を

目指す法人のコンセプトとして「昭和の路地

裏作戦」というものがある。その名の通り、

昔ながらの住宅地の路地裏で繰り広げられ

たような、多世代の生活シーンの創出空間と

してこの共有スペースを位置付けるととも

に、地域住民も巻き込みながら、地域ケアコ

ミュニティの場を形成しようとしている。中

央の長い廊下を路地、「よりみち」を空き地

のように見立て、すべての来館者は共通玄関

から入ってこの廊下を通ること、そして玄関

周辺にいるスタッフやボランティアから必

ず声をかけられるしくみになっている。廊下

の端には、歩行補助器具や車椅子（写真６）、

ソファ（写真１）などが並べられており、高

齢者が運動のために廊下を歩いたり休憩で

きるようになっている。この施設は、児童館

とデイサービスおよび特別養護老人ホーム

との距離が十分保たれており、活動量の多い

子供が頻繁に虚弱高齢者へ接触することに

よる悪影響を抑えつつ共有スペースにて選

択的に交流をはかれることが特徴である。	
 

	
 施設全体における子どもと高齢者の計画

交流の内容は以下である。特別養護老人ホー

ムでは、一緒におやつを食べたり、かるたや

ゲームをしたり、TV を見たり、宿題をするこ

とが毎日の日課となっている。入所者のなか

には簡単な算数や書き取りを教えることを

楽しみにしている方がいる。学童の子ども達

はデイサービス利用者にただいまの挨拶を

することが日課である。	
 

	
 スタッフによると、子どもと高齢者が日常

の暮らしの中で居合わせることが最も重要

なことであり、会話や共同作業をする状況だ

けが交流とは考えていないとのことであっ

た。こういった、ゆるやかな交流を発生させ

るには、交流プログラムと組織同士の連携に

長年積み重ねてきたノウハウがある。組織同

士の連携については、以下の４点が挙げられ

る。１点目に、活動プログラムはデイサービ

スおよび児童館、「よりみち」でそれぞれ企

画されており同時に開催されている。子ども

も高齢者も、いずれに参加するか選ぶことが

できる。２点目に、高齢者を自由に行き来さ

せても「よりみち」にスタッフがいるため施

設外に出ても気付いてもらえるという安心

感がある。３点目に、年間計画はすべて埋め

ず、突発的なイベントを実行できるようにし

ている。ボランティアが子どものために企画

するものなど、すぐに実現できる余地のある

ことが場の活性につながる。４点目に、児童

館の行事をなるべく「よりみち」で行うよう

にしている。乳幼児のお店屋さんごっこなど

をやっていると、高齢者がじっと観察してい

て、やがて参加してくることがある。	
 

	
 以上のほかにゆるやかな交流を発生させ

る仕掛けとして、共有スペースと廊下、玄関

周辺の環境づくりに重視している。スタッフ

スペースのパーティションを低くしてスタ

ッフが空間全体を視認できるようにしたり、

金魚鉢や作品展示など廊下に立ち止まる要

素を設置した。また、TV 周辺に畳やソファを

設置することで、目的なく休憩したりごろご

ろしながら会話をしたり、活動目的に合わせ

てスペースを変更できるようにした。複数あ

る玄関も中央玄関に利用を統一している。	
 

	
 昭和の路地裏作戦が展開される「よりみ

ち」および中央廊下を観察対象空間とした。

利用者の活動内容と物理的環境の関係を把

握するために、調査員２名が共有スペースで

対象者の行動を観察し、５分おきに行動の種

類と滞在場所を平面図に記録した。調査期間

は、平成 24 年 3 月 21 日～23 日、平成 25 年

3 月 22 日～24 日、いずれも 10:00～17:00 に

行い、計 42 時間分のデータを取得した。	
 

	
 昭和の路地裏にはどのような行動が展開

されているのだろうか。子どもと高齢者、ス

タッフの行動の種類とその割合を算出した

結果は以下である。子どもの行動の多い順に、

ソファ・畳でごろごろする（14%）、移動（13%）、

将棋（13%）（写真７）、かくれんぼ（12%）、	
 

オセロ（12%）、TV 視聴（11%）、剣玉（10%）

（写真８）、折り紙（9%）、一輪車（7%）（写

真９）となっている。ごろごろする・移動す

る・TV 視聴のほかは、昔ながらの遊びであり、

高齢者にとって自分にもなじみのある情景

が繰り広げられていることになる。また、TV

視聴も調査期間中は高校野球中継があった

ため、子どもと高齢者に共通の話題を与えて	
 

いた。児童館指導員や高齢者から指導を受け

たり叱られている子どもを見ることもある	
 

（写真 10）。高齢者の行動については、散歩	
 



	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

（単なる移動を含む）21%、休憩 13%となって

いる。スタッフの行動では、ミーティングや

打合せ、スタッフ・高齢者との会話、保育ボ

ランティア、イベント準備で滞在している。	
 

	
 調査対象空間における滞在割合は、子ども

が 66％、高齢者が 73%、スタッフおよびボラ

ンティアスタッフが 72%であった。自然発生

交流に注目すると、子どもが高齢者もしくは

ボランティアスタッフと何らかの関わりを

もった行動は調査時間中の 45.2%、場面とし

ては 22 シーンを数えた。	
 

	
 関わりが発生した詳しい状況を表１に整

理する。高齢者から関わりのきっかけをつく

ったのは 13 シーン、子どもからきっかけを

つくったのは９シーンだったほか、高齢者イ

ベントに子どもが参加した２シーンがあっ

た。全体として、「Ⅰ.子どもの遊びの仕掛け

があり、その姿が見える」および「Ⅱ.動的

遊びを許容するスペースがある」といった空

間のつくりと、「Ⅲ.運動や休憩、食事などの

高齢者の滞在目的がある」ことによって多く	
 

の自然交流シーンが発生していることがわ

かる。なかでも、剣玉やこま回し、一輪車な

どは、昔の路地裏で見られた遊びであるが、

他施設から見れば事故が発生しかねない危

険な行動に映るだろう。当該児童館は体育館	
 

をもたないが、なぜサロンスペースに思い切	
 

って動的遊びを許容できるのかという点に

ついては、「Ⅳ.ボランティアスタッフなどの

作業場でもある」ことや「Ⅴ.安全性を監督

し安心を与えるスタッフの配置」によって、

常に大人の目があることが運営の工夫とし

て挙げられる（シーン９、19、22、23）。昭

和の路地裏に隣接するカフェには常時、地域

の高齢者ボランティアが滞在し、カフェのサ

ービスを提供するほか、路地裏全体の監督を	
 

担っている。また、常駐するスタッフが、高

齢者と子どもの信頼できる話し相手となっ	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

て、時に両者の交流を媒介する役割を担う

（シーン 14）。さらには、「Ⅵ.顔見知りの関

係を醸成するプログラムがある」ことで、×

×さんに会いに行こうといった、交流自体が

目的の上位レベルのコミュニケーションが

促される（シーン１、５）。最後に、この施

設に特徴的なのが、子どもに参加を強制する

ようなイベントがないことである。高齢者イ

ベントへの参加は自由であり、映画会は見飽

きた子どもが席を立っていたが、コンサート

では高齢者に混じって積極的に参加してい

たり、折り紙をしながら一緒に歌ったり踊っ

たりしていることが面白い（シーン 12、13）。

これは「Ⅶ.子どもと高齢者に共通の興味を

ひくイベントが開催される」にあたる。	
 

	
 両者の自然発生交流を促進するための要

素は分かったが、次にどういった空間構成お

よび家具配置に配慮するべきか。図３は、各

シーンがどのような物理的状況で発生した

のかを人の位置と行動軌跡をプロットした

上で、表１の自然発生交流を促進する要素を

加えて図にしたものである。中央廊下は高齢

者が自分のペースで運動や休憩をしながら	
 

子どもの姿に目をやり、気が向けば声をかけ

たり近付いていくという一連の行動を促す

（シーン７、23、９、22、18）。一方で、高

齢者の休憩場所が子ども達の活動から一定

の距離を保っていると考えられる。そして、

中央廊下に隣接してスタッフルームやカフ

ェがあることで、見守り・監督が保たれてい

るとともに、子どもとボランティアスタッフ、

およびスタッフを介した高齢者との交流が	
 

促進されている（シーン 21、17、14）。また、	
 

可動式家具によって空間のしつらえを変え	
 

図２	
 「高齢者福祉総合施設ももやま」と「もも

やま児童館」の１階平面図と共有スペースの様子	
 



	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

られることで様々な活動を取り込んでいる。

テーブルセットを片付けてつくられたコン

サート会場の傍らで子ども達が折り紙遊び

ができることが、興味の異なる主体に個別の

行動を許容しながらも互いの行動に関わる

きっかけを提供している（シーン 12）。	
 

(3)	
 世代間交流の効果（調査３）	
 

	
 児童館を以前利用していた中学生と高校

生の計６名（男子３名、女子３名）を対象と

し、主に以下の２点についてヒアリングした。

①児童館での高齢者との交流で印象に残っ

ていること、②現在関係している福祉活動お

よび将来の福祉系進路の選択。また、児童館

スタッフには①についてヒアリングした。調

査日は、平成 25 年 3 月 22 日である。	
 

	
 高齢者との交流で記憶に残っていること

として、「剣玉やこま、将棋をさして遊んで

もらったが楽しかった」、「すごく上手だっ

た」といった遊びの記憶のほか、「（認知症の）	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

高齢者との話し方が分かった。友達同士や他	
 

の大人とも違うけど、話し方を工夫するとき	
 

ちんと理解してもらえた」、「高齢者にうるさ

いと叱られ、友人が泣いて帰ってくることも

あった」といった世代差や認知症の人との関

わりについてあげている。また、「救急車が

来て運ばれていく高齢者を見た」、「ご遺体を

見たときに静かに手を合わせることを教え

てもらった」という経験談からは、人の死に

接する際の気遣いを養うきっかけとなって

いることが分かる。２名の高校生はいずれも、

保育園職員になるために大学では幼児教育

や児童福祉を学ぶことを予定し、他の児童館

へも日常的に子どもの面倒をみに通ってい

る。また、児童館および交流スタッフへのヒ

アリングからは、子どもに対して大人がナイ

ーブになりすぎない状況が確認できた。特別

養護老人ホームで宿題をしたり遊んだりし	
 

ているうちに、子ども達は、認知症の高齢者	
 



	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

の行動特性が理解できるようになる。不自由	
 

さや認知症という現実を、理屈抜きで受け止	
 

めてもらう環境になっており、子ども達の福

祉的センスを養う場があると感じるとのこ

とであった。子育て支援参加者が連れて来て

いた乳幼児が成長してボランティアに参加

してくることもある。また、赤ちゃんとのふ

れ合い事業高校生の参加者が、いまは児童館

指導員として働いている。10 年経過し成果を

感じるようになってきたとのことである。	
 

(4)考察	
 

	
 世代間交流：子どもは日常的に高齢者と接

することで、叱られたり褒められたり、昔の

遊びを覚えたり、高齢者に対する接し方を学

んだりといった体験をしていた。介護・福祉

環境の体験：職員やボランティアによる介護

を目にしたり手伝える場となっており、認知

症の高齢者の言動や老い、死を知る機会にな

っている。地域福祉コミュニティへの参加：

ボランティアスタッフを手伝ったりイベン

トに参加したりなど、ケアコミュニティ環境

のなかで遊ぶ状況が見られた。以上の分析よ

り、子どもと高齢者の関わり方には交流の幅

があることが分かる。ひとつの空間に居る、

顔を合わせる、挨拶する、会話する、共に参

加する、遊ぶ、会いに行くなどコミュニケー

ションのレベルは様々である。上位の関わり

を生むためには、弱い関わりを重ねて親密さ

を醸成させることが必要である。ひとつの空

間に居る、顔を合わせるといった弱い関わり

はそれ自体が主体にとって行動目的でない

ため、そういった行動が促される仕掛けが必

要である。ハード面では、玄関を一つにする、	
 

居間のような共有スペースを備える、移動動

線と隣接させる、互いの存在を視認できる空	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

間づくりや家具配置が仕掛けとなる。ソフト	
 

なって両者の興味が重なるコトやモノを仕	
 

ける必要がある。最後に複合の組み合わせに

ついて検討する。デイサービス施設は、利用

者である老人が毎日入れ替わるため交流頻

度が低く、時間も短い。また、保育園は、子

ども達が短期間で卒園してしまうことや、年

齢的に福祉を体験したり学んだりするには

理解度や交流の幅において限界がある。居住

系老人福祉施設と学童クラブ（児童館）の組

み合わせについては、個人と個人の長期的・

固定的な関係醸成が期待できると考える。	
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